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１．はじめに 

高度経済成長期に建設されたRC構造物の多くが劣化

しており，中でもアルカリシリカ反応（以下，「ASR」）

は劣化機構が極めて複雑であることや同じ条件下でも

劣化程度が一様でないなどの理由から，有効な維持管理

対策が確立されていない．そのような状況の下，含浸に

よりコンクリート表層部に吸水防止層を形成し，コンク

リート構造物に吸水防止性と透湿性を付与する機能を

有するシラン系表面含浸材は， ASRを生じた構造物に

おいて吸水膨張の抑制を目的として使用されることが

多い 1)が，実構造物における補修効果は十分に得られて

いない．本研究では反応性骨材を用いて作製した供試体

に背面からの水分の供給を行い，表面含浸材を塗布し，

表面含浸材の水分逸散性能の検討を行った． 

２．実験概要 

試験体概要図を図-1に示す．上面からの定期的な水

の侵入が認められるような道路橋橋脚を想定して供試

体を作製した． 

 

背面からの水分の供給を受ける ASR劣化が進行した

供試体では含浸材による水分逸散性能を評価した研究 2）

を行ってきた．しかし，ASR劣化が進行する以前に含

浸材を塗布する場合も考えられることから，ASR潜伏

期の供試体で実験を行った．また，水セメント比（以下，

W/C）の違いがシラン系表面含浸材の含浸深さに影響を

与えるといった既往の研究結果 3)も報告されていること

から，W/Cが 50％と 60％の 2種類配合で供試体を作製

した．供試体は，2面を補修面とし含浸材による補修を

行った．残り 3 面をシール材にて封かん，1面を水分供

給面として 24時間の水中浸漬による水分供給後にシー

ル材にて封かんを行った．水分供給後，約 40 日間の経

過観測により表面含浸材の水分逸散性能を評価した．測

定項目は，超音波伝播速度，膨張量，供試体含水率，供

試体質量である．測定箇所を図-2に示す．含水率は試

験面から 30 ㎜，45 ㎜，60㎜，75㎜の深さで測定した． 
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実験要因を表-1に示す．内訳は W/C50％，60％それ

ぞれにおいて 3 種類の補修材 S1，S3，Aを用いて補修

を行った，雨水を模擬した散水の有無も実験要因とした． 

 

 

３．実験結果および考察 

(1) 供試体質量：図-3に W/C60％での非散水供試体に

おける 24時間の水分供給後からの質量の絶対値の変化

量を示す．非散水供試体では補修供試体 S1-I，S3-I，A-I

においても質量が減少する傾向が見受けられた．このこ

とから，表面含浸材による補修を行っても封かんをされ

ることなく，補修材による透湿性能を確認することがで

きた．また，無補修供試体の質量の減少が，補修供試体

に追い付いている結果から，補修材によって多少の透湿
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図-1 供試体概要 

図-2 測定箇所 

表-1 実験要因 
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性能が低下する可能性が考えられる． 

図-4にW/C60％での散水供試体における 24時間の水

分供給後からの質量の絶対値の変化量を示す．散水供試

体に着目すると，補修供試体については週 1回の散水に

より若干の質量増加が認められるものの，それを上回る

水分の逸散により，徐々に質量は減少する傾向となって

いる．一方，無補修供試体 N-O では散水の影響によっ

て 60g程度の質量増加が見られた．このことから補修材

によって外部からの水分供給を防止するはっ水性能を

確認することができた．  

 

(2) 供試体含水率：W/C50％の非散水供試体における含

水率の絶対値の変化を，試験面からの深さ 30 ㎜のもの

を図-5に，試験面からの深さ 75㎜のものを図-6に示す．

図では経過日数 20 日からの結果を示している． 

 試験面からの深さの小さい 30 ㎜では，補修供試体に

比べて無補修供試体の含水率が高く，含水率の減少が多

少早い傾向が確認できた．一方，試験面からの深さが大

きい 75 ㎜では，補修供試体と無補修供試体では含水率

は同程度であり，減少の傾向にも違いは見られなかった．

以上のことから，無補修供試体では水中浸漬による試験

面からの吸水が補修供試体に比べて大きいために，含水

率が試験面に近い 30 ㎜では高くなったのではないかと

考えられる．また，75 ㎜では補修の有無によって変化

が見られないことから，供試体質量で見受けられた補修

材による透湿性能の低下は，試験面付近での含水率の変

化によるものであると考えられる． 

 

 

4.まとめ 

ASR劣化のみられない 

コンクリート供試体において，無補修の場合に比べて，

補修材による透湿性能の多少の低下が確認されたが，補

修を行った場合でも封かんすることなく透湿性能が確

認された．一方，定期的な散水を行った場合では，補修

材によるはっ水性能と透湿性能によって，散水によって

供給される水分量を上回る水分量を逸散することによ

って，供試体質量が低下する補修効果が確認できた． 

また，試験面から深い位置では補修の有無ではあまり

違いが見られず，試験面から近い位置において，補修材

による影響が大きい可能性が考えられる． 
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図-3 非散水供試体質量（W/C60％）
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図-4 散水供試体質量（W/C60％）
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図-5 非散水供試体（W/C50％，30㎜）
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図-6 非散水供試体（W/C50%，75㎜）
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